
教科科目

教科担当

使用教科書：

副教材等：

演習 体験

4

体験活動
・地域社会を築く（事前
学習）

演習
・「学ぶことの意義」

・２年間にわたって学習する「人間と社会」の全体像を把握させる。

7

演習
・「マナーと社会のルー
ルについて考える」
・「人生とワーク・ライ
フ・バランス」

・「マナーと社会のルールについて考える」ための講話を実施する。
・マナーや社会のルールについての考察を通じ、規範意識・公徳心に関
する道徳的価値を深め、自己を理解し管理する能力を育成する。

・「人生とワーク・ライフ・バランス」に関する講話を実施する。
・ワーク・ライフ・バランスについて理解し、生徒自身、そして共に生
きる人たちが求める生き方を互いに理解し合い、尊重する態度を育成す
る。

9

10

11
体験活動
・奉仕清掃活動

・近隣地域の清掃活動

12
演習
・「お金の意義について
考える」

・社会に出て気を付けたい「お金」のことを理解させる。
・ローン・クレジットの仕組みとお金の使い方について考えさせる。

1

2

3

演習
・「働くことの意義」

演習
・「ネット時代」

・興味ある職業の知識を得るとともに、職業への関心を深める。
・奉仕・キャリア教育に関する基礎知識を理解する。

・講話をとおし、インターネット時代に生きていることを自覚し、規範
意識・公徳心に関する考えを深めさせ、自己を管理する能力を育成す
る。

1学年 14 6

4

講演者の話や『演習』か
ら得られたことについ
て、ワークシートを提出

意見発表

予定時数

6

演習
・「支え合う社会」

体験活動
・地域と連携した防災活
動

・自分たちをとりまく社会について考えさせる。
・社会の一員としての自覚を深めさせる。

・宿泊防災訓練における「障害者搬送体験」をとおして、社会に貢献す
る活動（災害支援）を体験させる。

それぞれの演習につい
てアクティブラーニン
グを行う。
【課題意識】
【主体的な取組】
【意識行動変容】
【貢献】

・基礎的な知識・理
解・活動の意義につい
てワークシートにまと
めて提出

・活動を自己評価し、
学習成果の達成状況に
ついて報告書を提出

・活動成果の発表
　
　　　　　　　　等
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平成３１年度年間授業計画

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」　（東京都教育委員会）
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【課題意識】
【主体的な取組】
【意識行動変容】
【貢献】

体験活動を通して得ら
れた成果、課題解決へ
の取り組みを自己評価
する

講演者の話や『演習』
から得られたことにつ
いて、ワークシートを
提出
意見発表

一
学
期

二
学
期

三
学
期

具体的な指導目標指導内容

人間と社会　単位数【１単位】　１・２学年分割履修　（１学年）

教務部　生活指導部　進路指導部　保健・相談部　防災委員会　他

東京都立府中工業高等学校

ワークシート等

評価の観点・方法月期


